
高速交通拠点や物流拠点へのアクセス向上による、やまぐちの産業力・観光力の強化を図るみちづくり ○

平成25年度　～　平成29年度　（5年間） 　山口県、山口市

・高速ＩＣ等へのアクセスに資する道路を重点的に整備することで、高速交通拠点や物流拠点へのアクセス時間短縮率を０％（Ｈ２５）→３０％（Ｈ２９）にする。

（H25当初） （H27末） （H29末）

高速ＩＣ等へのアクセス時間の短縮率を算出する。

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 Ｈ25 H26 H27 Ｈ28 H29 策定状況

7-A1 道路 一般 山口県 直接 1,214 - -

7-A2 道路 一般 山口県 直接 628 - -

7-A3 道路 一般 山口県 直接 873 - -

7-A4 道路 一般 山口県 直接 120 - -

7-A5 道路 一般 山口県 直接 919 - -

7-A7 道路 一般 山口県 直接 1,111 - -

7-A8 街路 一般 山口県 直接 803 - -

7-A9 街路 一般 山口県 直接 990 - -

7-A10 街路 一般 山口市 直接 315 - -

7-A12 道路 一般 山口市 直接 32 - -

7-A13 道路 一般 山口市 直接 109 - -

7-A14 道路 一般 山口県 直接 315 - -

合計 7,429

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 Ｈ25 H26 H27 Ｈ28 H29 策定状況

合計

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 Ｈ25 H26 H27 Ｈ28 H29

C-1 施設整備 一般 山口市 直接 新山口駅表口駅前広場 57 結環

C-3 施設整備 一般 山口市 直接 新山口駅表口交通広場 286 結環

343

番号 備考

C-1 (都)中領新山口駅線（表口駅前広場)整備（7-A10）と一体的に広場を整備することで、交通結節点機能が強化され、より効果的に利用者の利便性やにぎわいの向上を図る。 結環

C-3 (都)中領新山口駅線（表口駅前広場)整備（7-A10）と一体的に広場を整備することで、交通結節点機能が強化され、より効果的に利用者の利便性やにぎわいの向上を図る。 結環

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 Ｈ25 H26 H27 Ｈ28 H29

番号 備考

３．特記事項（今後の方針等）

引き続き、高速ＩＣ等へのアクセスに資する道路を整備し、瀬戸内の基幹産業の強化や観光産業の振興を図る。
また、新山口駅の駅前広場整備による交通結節機能の強化や駅周辺の道路整備によるアクセス機能の強化により、観光産業の振興を図る。

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の
効果の発現状況
（必要に応じて記述）

・バイパス整備等により渋滞の緩和が図られ、自動車の燃費の向上によるＣＯ２削減等に寄与した。

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する交付対象事業の効果の発現状況 ・（主）中ノ関港線（植松～大崎工区）のバイパス整備等により、高速交通拠点や物流拠点へのアクセス時間が短縮され、瀬戸内の基幹産業の強化や観光産業の振興に貢献した。

Ⅱ定量的指標の達成状況

定量的指標 最終目標値 最終実績値 目標値と実績値�に差が出た要因

指標①（高速IC等へのｱｸｾｽ時間短縮率） ３０％ ４２％ 高速ＩＣ等へのアクセスに資する道路を計画的に整備した結果、目標を上回った。

全体事業費
（百万円）（面積等）

合計

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度）

合計

一体的に実施することにより期待される効果

全体事業費
（百万円）

山口市 広場面積　A=1,500㎡ 山口市

山口市 広場面積　A=3,700㎡ 山口市

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名

事業実施期間（年度）

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）

費用便益比

（延長・面積等）
番号 事業者 要素となる事業名

事業内容

山口市 （他）湯田パーキング線 スマートICアクセス道路 0.2km 山口市

山口県 （主）美祢油谷線・砂利ヶ峠工区 バイパス　2.0km 長門市

市町村名

山口市 （都）中領新山口駅線（表口駅前広場道路延長L=310m、広場面積A=5,900㎡ 山口市

山口市 （1）中領長谷線 バイパス　0.34km 山口市

山口県 （都）新山口駅長谷線ほか１線 現道拡幅　0.6km 山口市

山口県 （都）環状一号線ほか２線 バイパス　1.3km 防府市

山口県 （国）４９１号・下小月バイパス バイパス　1.7km 下関市

山口県 （一）中ノ関港線・植松～大崎工区 バイパス　1.3km 防府市

山口県 （主）防府環状線・牟礼工区 バイパス　0.9km 防府市

山口県 （主）岩国大竹線・森ヶ原工区 バイパス　1.6km 岩国市

山口県 （主）岩国玖珂線・欽明路～柳井田上バイパス　3.2km 岩国市

山口県 （国）４９０号・宇部拡幅 現道拡幅　6.0km 宇部市

4.4%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

交付対象事業

事業者
要素となる事業名 事業内容

市町村名
全体事業費
（百万円）

費用便益比

（事業箇所）

0 百万円 Ｃ 343 百万円 Ｄ 0 百万円
効果促進事業費の割合

全体事業費
合計

（Ａ+Ｂ+Ｃ+Ｄ）
7,772 百万円 Ａ 7,429 百万円 Ｂ

（延長・面積等）

実施体制、実施時期 事後評価

実施体制 実施時期 

土木建築部評価システム検討委員会にて、事後評価を実施

交付期間の最終年度

公表の方法

山口県ホームページに掲載

事後評価

計画の目標

・山陽自動車道・中国自動車道のインターチェンジや岩国錦帯橋空港等の高速交通拠点及び港湾等の物流拠点へのアクセス道路を整備することで、瀬戸内の基幹産業の強化や観光産業の振興を図る。
・新山口駅の駅前広場及びアクセス道路を整備することで、新山口駅を中心とした交通結節・アクセス機能の強化を図る。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

①

　社会資本総合整備計画（社会資本整備総合交付金）　事後評価書 平成30年3月16日
計画の名称 重点配分対象の該当

計画の期間 交付対象

・〔高速IC等へのｱｸｾｽ時間短縮率（％）〕＝｛Σ[要素事業の現道での所要時間(分）]－Σ[要素事業供用による所要時間(分)]｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／Σ［要素事業の現道での所要時間(分）］×１００ ０％ ３０％ ３０％



計画の名称 高速交通拠点や物流拠点へのアクセス向上による、やまぐちの産業力・観光力の強化を図るみちづくり

計画の期間 平成25年度　～　平成29年度　（5年間） 交付対象 山口県、山口市

7‐A5

7‐A3

7‐A2

記号 事業種別

道路の改築に係る事業

街路の整備に係る事業

凡例

7‐A7

7‐A1

7‐A4

7‐A12

7‐A13

7‐A8

7‐A10

7‐A9

7‐A14

この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の２０万分１地勢図を使用した。（承認番号 平２６中使、第３号）
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